
   

. 

冒頭の★印は一般向け。他は、会員向けです。 

■湘南の森 

定例作業予定は、次のとおりです。 

日 時：3月 10日（金）、25日（土） ナラ枯危険木(胸高直径 50㎝、樹高 25m)その他枯損木を伐採予定。 

情報の必要な方は、下記 HPでチェックをお願いします。 

http://shonan-mori.sakura.ne.jp/                                   (和田記) 

 

★■名瀬谷戸の会 

名瀬谷戸の会の 3月、4月の定例作業予定は、次のとおりです。 

日 時：3月 4日（土）、12日（日）、13日（月）、20 日（月） 

    4月 1日（土）、 9日（日）、10日（月）、17 日（月） 

作業時間：10:00～15:00                                  （福田記) 

 

★■フォレスト21「さがみの森」 

定例作業予定は、3月11日（土）、26日（日）です。参加希望の方は、以下のURL 

https://moridukuri.jp/about/field.html 

「活動参加お申し込みフォーム」をクリックして手続きください。                   (和田記) 

 
 

目 次 
 
 

  1P 活動予定 

  7P 活動報告 

 15P  リレーエッセイ 

 16Ｐ 月刊ブックレビュー 

 17P 掲示板 

 17P 編集後記 

 

草木が茂り、生き物が蠢き、人が活動する。皆で守ろう、この地球！ 

ＮＰＯ法人全国森林インストラクター神奈川会  https://www.jfik.org/ 

 

ツバキ＠大船フラワーセンター   （撮影：福田 渉） 

   （撮影：福田 渉） 

 

） 

活動予定 

http://shonan-mori.sakura.ne.jp/
https://moridukuri.jp/about/field.html
http://ml.jfik.org/kaiin/format/kanagawakai.png
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★■神奈川の身近な自然を訪ねて「等々力渓谷と野毛古墳群の自然と歴史を訪ねる」 

今回は大橋が企画しています。 

日 時：3月 15日（水）、18日（土） 

集 合：東急大井町線等々力駅 改札（改札は一ヶ所）を出て南口へ 10：00 

解 散：東急大井町線上野毛駅 14：30頃を予定 

募集定員：各回 50名 

コースの概要：等々力駅 → 等々力渓谷 → 野毛大塚古墳 → 玉川野毛町公園（昼食）→ 上野毛稲荷塚古墳 → 

              上野毛自然公園 → 上野毛稲荷神社 → 上野毛駅（解散） 

歩行距離・約 4.5㎞  ※渓谷や古墳では、階段があります。 

 等々力渓谷は、多摩川の支流・谷沢川が武蔵野段丘の段丘崖を侵食して作った渓谷です。延長は約 1km、東京

23区内で唯一の渓谷です。渓谷内では多くの湧水が分布し、湧水が流れる緩斜面にはセキショウ、谷斜面にはケ

ヤキ、シラカシ等の植物が分布しています。 

 等々力・野毛地域は、多数の古墳が分布する地域で野毛古墳群と呼ばれています。野毛古墳群のなかで最大規

模の古墳が、今回、訪ねる野毛大塚古墳です。帆立貝式の古墳で高さは約 11m。 

 今回は、谷沢川に沿って渓谷を散策しながら植物、湧水、地層を観察したいと思います。また、野毛大塚古墳

では、古墳に上がり、古墳の大きさや形、埋葬施設などを確認したいと思います。 

申し込み：実施日の 5 日前までに、参加申し込みフォーム、fax 等で申し込んでください。 

     申し込み状況によっては受付締め切り期日前に受付を終了する場合がありますので、ご了承下さい。 

その他：申し込み・企画の詳細は JFIK ホームページに掲載しておりますのでご覧下さい。 

 

新型コロナウィルス感染防止対策：新型コロナワクチン 5 回接種済みの方も含め、参加される方はマスク着用

等、感染予防にご協力下さい。新型コロナ感染防止対策について、JFIK ホームページに掲載しておりますのでご

覧下さい。 

JFIK 会員によるサポートスタッフの募集を行っています。ご協力いただける方は、鈴置まで、ご連絡ください。 

                                             （大橋記） 

 

★■四季の森公園 

 3 月は、観察会本番はありません。4月上旬の予定は以下の通りです。 

「特定植物観察会～サクラ」 

 四季の森公園では園内各所はもとより特別なサクラのための場所「さくらの谷」があります。 

ここでは日本のサクラの野生種 10種類のうち 5種類とソメイヨシノを代表とする里ザクラ（園芸種）11 種類が

観察出来ます。時期的にそれらが全部一斉に開花しているわけではありませんが、蕾や葉の様子なども含めて 

サクラの素晴らしさをご一緒に観察してみませんか。 

 

事前下見：後日メーリングリストで連絡します。 

当日下見：4月 1日（土）10：00～12：00  

本  番：4月 1日（土）13：00～15：00（12：45受付開始） 

場  所：県立四季の森公園 さくらの谷ほか 

集合は、下見・本番とも北口管理事務所前 

スタッフ：リーダー：佐野(仁) 

サブリーダー：日比野 あと 1,2名募集中（2月末現在） 
 

ヨコハマヒザクラ 
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「特定植物観察会～スミレ」 

 四季の森公園には 10種以上のスミレの仲間が生育していると思われます。近年見られなくなった種もあり、昨

年初めて出現した種もあります。教わらないと気づかないような場所にひっそり生えているものもあります。青

いの・白いの・咲いてないの、春の一日、すみれ気分で過ごしましょう。 

 

事前下見：後日メーリングリストで連絡します。 

当日下見：4月 8日（土）10：00～12：00 

本  番：4月 8日（土）13：00～15：00 

場  所：県立四季の森公園 すみれの谷 里山稜線ほか 

 集合は、下見・本番とも北口管理事務所前 

スタッフ：リーダー：日比野 

サブリーダー：募集中（2月末現在） 

 

本番に参加される場合は、公園に電話（045-931-7910）か管理事務所窓口でお申し込みください（メール不可）。

定員は 20 名、申込期間は実施日直前の 1 週間です。スタッフへの連絡は必要ありませんが、当日は現地で声を

かけてください。下見に参加される場合は、リーダーにご連絡ください。資料を送ります。下見だけの参加も大

歓迎です。多くの会員の方々のご参加をお待ちしています。           （佐野(仁）、日比野 記） 

 

■室内勉強会（Zoomオンラインで実施） 

3 月の室内勉強会は池田倫子さんによる昆虫のお話しです。昨年 5 月に予定していましたが、今年 3 月に延期さ

れたものです。池田さんは長年にわたり野鳥観察をされてきて野鳥に大変お詳しいのですが、当会では昆虫のス

ペシャリストとしても良く知られています。ご本人はまた会報に掲載されているマンガ「森のエピソード」の作

者「とりしじみ」でもあります。植物の観察会でもいつも身近にいる昆虫たち、池田さんのガイドで、昆虫の世

界をご一緒に覗いてみませんか？ 

 

日 時：3月 10日(金) 19:30～21:00 

テーマ：虫のいい話 

講 師：池田倫子さん（20年） 

概 要：昆虫は面白い！知れば知るほど知りたくなる上、深みがあって何年追いかけてもキリがありません。“森

林”インストラクターとは言っても、植物の得意な方が大半で昆虫に精通している人は限られているように思い

ます。私は元々、鳥屋からはじまったのに、なぜ、いつの間にか昆虫に傾倒していったのか？勤務先である忠生

公園に生息している昆虫を中心に紹介しながら身近な生きものである昆虫の見つけ方・楽しみ方などマンガキャ

ラ鳥しじみが登場して魅力をお伝えします。近年の昆虫事情、植物観察会で使えるネタなどもあり。〈講師記〉 

 

参加方法等：日が近づいてきましたら、会員の皆さんに Zoom ミーティングに入るための URL と参加要領をメー

ルでお送りしますので、お使いの PCやスマホから、URLをクリックしてご参加ください。皆さんのご参加をお待

ちしています。 

 

問合せ先：室内勉強会担当  嶺 義則 📩：ugk58629@gmail.com        📱：090-3532-0479 

              佐藤 淳 📩：sato.forest2807@gmail.com 📱：080-1081-1034 

                                               （嶺記） 

 
ニオイタチツボスミレ 

mailto:ugk58629@gmail.com
mailto:sato.forest2807@gmail.com
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■山こい倶楽部第 90回企画 「権現岳～ミツバ岳」 

3 月の山こいは西丹沢の権現岳、ミツバ岳です。丹沢湖に近く、畦ヶ丸から続く尾根の末端にあるため普段は訪

れる登山者も少なく静かな山行が楽しめる山です。 

今回のリーダーは久保さん、サブリーダーは松井です。 

事務局松井の携帯番号が変わりました。連絡の際にはご注意ください。 

丹沢湖北西側をミツマタを愛でながら歩きます。ときどき眼下に丹沢湖が広がります。ミツバ岳山頂からは富士

山が望めます。なお登山道はザレていて不明瞭です。 

しかし、この時期ミツバ岳～滝壺橋間はミツマタを見に来る人で賑わうことでしょう。 

 

日 時：3月 18日（土） 

集 合：8：10新松田バス乗り場  8：25西丹沢行きのバスに乗ります 

   （浅瀬入口までの往復の切符を窓口で購入すると１割引きになります） 

行 動：9:30浅瀬入口～権現山（1018ｍ）～ミツバ岳（834ｍ）～滝壺橋～浅瀬入口 

    15：00浅瀬入口発新松田行きのバスに乗ります 

行動時間：約 4時間半 

持ち物：飲み物、昼食、行動食、雨具、防寒具、医薬品、地図、コンパス、（スパッツ）、（ストック）、 

    ヘッドランプ（予備電池）、携帯電話（スマホ）、マスク、健康保険証、その他登山に必要な物 

リーダー：久保典子（090-5311-1281)   サブリーダー： 松井公治（070-9093-5045) 

 

注意事項： 

*  発熱など、コロナウィルスに感染の疑いのある場合は参加をご遠慮ください。 

*  感染状況により中止の可能性もあります。 

*  登山中で感染の危険性が少ない場合にはマスクの着用は必要ないと思われます。 

*  会としての保険はかけません。山岳保険（救援保険）などは各自で加入願います。 

* 登山後反省会を考えていますが、実施は状況によって判断します。 

*  不明な点は事務局までご連絡ください。 

参加を希望される方は 3月 15日（水）までに松井(ma1950koji@yahoo.co.jp)までメールでお申し込みください。 

                         山こい事務局 松井公治  ma1950koji@yahoo.co.jp 

 

■森こい倶楽部第四十四回 ご案内 

本年は森こい倶楽部の原点に回帰し、花と緑を中心に名木古木など自然と人間活動との関りも含めてご案内し

てまいりますのでよろしくお願いします。以下、ご案内しますので、コロナ感染対策に留意され、新会員の皆

様、ご家族、ご友人含めて、気楽にご参加ください。 

 

テーマ：梅林だけじゃない、里地・里道に咲く春の草花と名木古木の曽我から国府津へ（小田原市） 

プラス Oneテーマ: スプリングエフェメラル 

開催日：3月 5日（日） 

集 合：JR御殿場線 下曽我駅  10:00（御殿場線は電車本数が少ないので、余裕をもってお出かけください） 

（注意事項）JR国府津駅で御殿場線(JR東海)に乗換える場合、Suica・Pasmo は使用できませんので、下曽我駅 

      で駅員に申し出て清算をしてください。 

小田急新松田駅から御殿場線（JR東海）への乗換は距離があり、別途切符購入が必要・ホームでの電車停止位置

が遠いので、乗換には十分時間的余裕をもってお越しください。 

mailto:ma1950koji@yahoo.co.jp
mailto:ma1950koji@yahoo.co.jp
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リーダー：久野 正樹（25年） 

参加費：500円（保険代含む）所持品：名札、昼食、飲み物、雨具、筆記具など。 

コロナ感染対策概要：朝の検温報告、マスク等のシールド、アルコール等消毒類の持参の徹底 

申し込み：ご参加の方は、3 月 3 日（金）迄に下記久野宛連絡ください。初参加の方は携帯電話番号もお願いし

ます。 

メールアドレス：masakihisano77@yahoo.co.jp TEL:090-8280-1816 

概要・行程 

少し長めのトレイルですが、近代の別荘地でもあった小田原市曽我から国府津へ春の息吹を吸い込みに行きまし

ょう。曽我は、梅干し用梅林が広がり、2月には小田原梅祭が行われます。3月に入ると梅の香りは少し遠のきま

すが、長閑な春満開の里地・里道が待っています。細い路地には、春の草花や緑の生垣、寺社の樹林が続き癒さ

れます。富士山・箱根連山から相模湾の素晴らしい眺望も広がります。曽我氏の里は、曽我兄弟の故郷でもあり、

数々の伝承史跡が里道の中に点在しています。瑞雲寺の自生モッコクの大木、須賀神社のオオバヤドリギがびっ

しりのクスノキ古木、宗我神社のケヤキのヤドリギボール、津島神社の立派な社叢林、田島桜の里などで早咲き

桜も見られるでしょう。国府津に近づくと、一徳寺の樹齢 7百年のイヌマキ、宝金剛寺の美しい庭園、菅原神社

では江戸時代の風土記稿にも大木と記載されているムクノキ、真楽寺では親鸞上人お手植えの流れをくむボダイ

ジュなどが見られます。その多くは小田原市天然記念物となっている名木古木です。 

あれはなに、ここはどこと次々にポイントが現れる曽我から国府津のトレイルをお楽しみください、 

コース概要：JR下曽我駅 🚻→中河原梅林🚻→瑞雲寺🚻→須賀神社→中河原配水池→曾我岸天津神社→宗我神社

🚻→法輪寺→五郎の踏石→城前寺→雄山荘跡→曾我城址→お花畑→大運寺跡→二宮尊徳遺髪塚（大山道）→満江

御前屋敷跡→焼薬師→法蓮寺・満江御前の墓→別所梅林→曾我八幡神社→田島桜の里→ふれあい広場🚻→津島神

社→田島地蔵尊→一徳寺→国府津旧別荘地跡→宝金剛寺🚻→菅原神社→真楽寺→国府津駅🚻（解散） 

歩行 8.5㎞（配水池までは登りですが、以降はゆるやかなアップダウンはあるものの、フラットな行程です） 

 

少雨決行：荒天等で中止する場合は、前日 17:00までに JFIKメールで連絡します。     （事務局 久野） 

 

■森こい倶楽部第四十五回案内 

以下、ご案内しますので、コロナ感染対策に留意され、新会員の皆様、ご家族、ご友人含めて、気楽にご参加く

ださい。 

 

テーマ：田原の里から葛葉渓谷、湧水・渡来人の昔路、春の山野草（秦野市） 

プラス Oneテーマ:葛葉渓谷で春の妖精  

開催日：4月 2日（日） 

集 合：小田急線 秦野駅  10:00 

リーダー：金子 正美（30年） 

参加費：500円（保険代含む）所持品：名札、昼食、飲み物、雨具、筆記具など。 

コロナ感染対策:朝の検温報告はしていただきます。ガイドはマスクをしますが、参加者の皆様は自己判断でお願

いします。 

申し込み：ご参加の方は、3月 31日（金）迄に下記久野宛連絡ください。初参加の方は携帯電話番号もお願いし

ます。 

メールアドレス：masakihisano77@yahoo.co.jp TEL:090-8280-1816 

 

概要・行程 

丹沢山塊から秦野盆地上部の扇状地には肥沃な田畑が広がります。東・西田原の里地・里道には桜などが咲き誇

mailto:masakihisano77@yahoo.co.jp
mailto:masakihisano77@yahoo.co.jp
tel:090-8280-1816
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り、須賀神社・香雲寺・金蔵院などの樹叢林に懐の深さを感じられます。波多野氏の里から南に向かうと、秦野

断層の隆起により、深く蛇行した金目川・葛葉川の渓谷沿いを進みます。葛葉渓谷緑地に下ると、大地のダイナ

ミズムを感じながら、タニギキョウ・ニリンソウなど春の妖精たちを葛葉のガイドもしている金子がご案内しま

す。金毘羅宮を経由し旧曽屋村に下ると、昔の生活水源湧水である、水神石祠・井ノ明神水があります。横浜・

函館に次ぐ水道の跡地も記念公園となっています。曽屋神社から下には牧が広がり、牛を飼育して蘇・醍醐（昔

の乳製品）などを朝貢していたようで、曽屋という地名も蘇の倉庫小屋だったという説もあるようです。秦氏な

ど渡来人の香もするところで、乳牛（ちゅうし）通り・醍醐道などに名残を感じます。上宿観音から本町四角周

辺には、看板建築や和風出桁造りなど、国登録有形文化財の建物も残ります。盆地中央部では伏流となる水無川

秦野橋を渡り、旧歓楽街であった今川町をぬけ、秦野市保存樹木第一号に指定された、石受稲荷神社の大クスノ

キにパワーをいただきます。春の一日、変化に富んだ秦野の豊かな自然・歴史をお楽しみください。 

コース概要：秦野駅北口🚏→🚍→🚏羽根（入口）→須賀神社→香雲寺🚻→西田原八幡神社→金蔵院→東田原神社→

実朝首塚🚻→田原ふるさと公園🚻（昼食）→くずは台南公園→葛葉渓谷緑地🚻→金毘羅宮→水神石祠→城光院→

曽屋水道記念公園（配水場）→曽屋神社→井之明神水→乳牛通り→天徳寺→上宿観音→本町建築群→水無川秦野

橋→石受稲荷神社（大クスノキ）→秦野駅南口🚻  

歩行 7.5 ㎞（緩やかなアップダウンがあります） 

少雨決行：荒天等で中止する場合は、前日 17:00までに JFIKメールで連絡します。 

 

以降の予定 

5月 7日（日） 大仏切通・常盤山緑地から深沢鎌倉古道、里山の花と新緑（鎌倉市） 

6月 4日（日） 中津往還花菖蒲の里・八菅山の樹林から鳶尾山を越えて（愛川町・厚木市） 

7月 2日（日） 立石から天神島の海浜植物と磯の生き物（横須賀市）         （事務局 久野） 

 

■鳥こい倶楽部 2023第 4回「舞岡公園のヤマシギとクイナ達」（案内人：中澤均） 

横浜市戸塚区にある舞岡公園は、谷戸、山林、田畑を活かした自然豊か

な公園です。隣接する市民の森「舞岡ふるさとの森」と一体となり、広大

な緑地が残っています。 

このエリアは、冬はバードウォッチングのメッカとなっています。なん

と言っても、他所では見ることも難しいヤマシギ（写真）が毎年観察され

ています。また葦原からクイナやヒクイナなどが顔を見せることもありま

す。更に周辺の山林には、カラの混群やツグミの仲間たちを観察出来ます。 

 

・日 時：3月 8日（水）9:30～15:00頃 

・集 合：横浜市営地下鉄ブルーライン「舞岡」駅改札 9:30 (現地集合 10:00) 

・解 散：同上 15:00頃 (現地解散 14:30頃) 

・コース：舞岡駅（集合）→瓜久保の家（    現地集合）→きざはし池→古谷戸の里（    ）→けやき広場 

    （    昼食）→きざはし池→瓜久保の家（    現地解散）→舞岡駅（解散） 

・参加費：500円（CONE保険・資料代含む） 

・装備等：冬のハイキングの服装（雨具・防寒具含む）、お弁当、飲み物、レジャーシート、双眼鏡、 

 スコープ（お持ちの方）、野鳥図鑑 

・参加対象：JFIK会員、会員の家族・友人・知人 

 （万一の場合、会員から連絡可能な方に限ります) 

・参加申込：本番 2日前までに Eメールで鳥こい幹事 中澤(均) h-naka@k04.itscom.net まで。 

  CONE保険に加入しますので、お名前と年齢をお知らせください。 

  現地集合の場合は、その旨お知らせください。 

・中止判断：雨天・荒天予報、感染拡大の場合は中止します。 

  中止の場合は、前日夕方までに JFIK-MLにてお知らせします。 

ヤマシギ 

mailto:h-naka@k04.itscom.net
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■名瀬谷戸の会 

＜定例活動＞ 

作業 1回目 

日 時：2月 4日（土）10:00～15:00 

参加者：合計 59 名（JFIK：9 名 地元・地域ボランティア(ファミリーを含む)：43名、横浜メダカの会：7名） 

作業内容：●ゾーン 5、6のモウソウチク皆伐エリアの伐採・片付け 午前 42 本、午後 50本の合計 92 本を伐採 

●こども里山体験班：午前は、春の妖精探し。スミレやフキノトウを観察。午後は、竹林整備の手伝い。モウソ

ウチクの枝落としとその運搬。豚汁を作り、昼に食べた。 ●横浜メダカの会：メダカ池の観察デッキまでの通

路の整備、水質調査。名瀬川の水生生物調査 

 

 

作業 2回目 

日 時：2月 12（日）10:00～15:00 

参加者：合計 19名（JFIK：3 名 地元・地域ボランティア(ファミリーを含む)：16名） 

作業内容：●ゾーン 6の皆伐エリアのモウソウチク伐採 55本完了 ●こども里山体験班：2月 20日、27日に予

定している校外学習のフキノトウやカントウタンポポ生育状況の視察 午後はモウソウチク伐採の手伝い 

 

作業 3回目 2月 13日（月）雨のため中止 

 

活動報告 

豚汁を 100人分作った。 

集合写真 

集合写真 モウソウチクの伐採 

集合写真 
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作業 4回目 

日 時：2月 20 日（月）10:00～15:00 

参加者：合計 19名（JFIK：10名 地元・地域ボランティア：8名 見学：1名）  

作業内容：●久右衛門邸東側斜面の草刈り・落ち葉清掃 ●午前中は名瀬小 2 年の里山観察も実施。 

                                                        （福田記） 

 

■神奈川の身近な自然を訪ねて～ 伊勢原比々多地区の歴史と自然を訪ねる 

日 時：2月 22日（水） 2 月 25日（土） 10:00～14:30 

参加者：一般 59名（22日 36名、25日 23名） 

スタッフ：昆野、広川、菅原、鈴置、大橋、坂間、花田（7名） 

コース：小田急線鶴巻温泉駅 → 神戸バス停 → 三之宮比々多神社 → 比々多神社元宮 → 埒面古墳 → 保国寺

→ いせはら塔の山緑地公園パークセンター（昼食）→ 展望広場 → 東側入り口 → 神戸バス停（解散） 

 

 伊勢原の比々多地区は丹沢山地東端にあたり大山を背に南面が開け、相模湾を望む丘陵部は太古から人々の生

活の舞台となっており、多くの遺跡群が存在しているところです。今回は古くから地域の中心となっていた三之

宮比々多神社と保国寺、いせはら塔の山緑地公園を訪ねました。 

 小田急線鶴巻温泉駅に集合しバスで神戸まで行きました。

神戸バス停から三之宮比々多神社へ向かい、途中東名高速道

路をくぐると急に目の前に山々が迫ってきました。三之宮

比々多神社は延喜式神名帳に記載される古い歴史を持つ神

社です。境内の樹齢 500年といわれるご神木のスギやヤドリ

ギのたくさんついたケヤキ、サカキ、スダジイなどを観察し

ました。また、社殿裏に復元された下谷戸縄文時代住居跡と

環状列石を見学しました。 

 三之宮比々多神社から西に進み、ブルーベリー畑やブドウ

畑の間の坂道を上がって行き、元宮に到着しました。 

ここは三之宮比々多神社が戦国時代の兵火に巻き込まれ神領

の大部分を失う前に社殿があったところです。今は小さな石の祠があるだけですが、とても眺望がよく伊勢原市

街から相模湾、ランドマークタワーなどを見ることができました。 

 次に廃校となった恵泉女学園園芸短期大学の敷地内の埒面古墳を門扉越しに見て、保国寺へ向かいました。道

沿いの農家の庭先にミカンの無人販売があり購入される参加者もいました。保国寺では地蔵堂を見学しました。

作業の様子 集合写真 

三之宮比々多神社元宮 
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江戸時代の中頃の考戒和尚がこどもの健やかな成長を願い丈六

の大地蔵と 100 体の子地蔵を造ろうと大願をたて、13 年の歳

月をかけ大願が成就されました。100体の子地蔵は近郷 100ケ

村に配られ、村々の家々を一夜の供養を受けながら回りました。

今でも「一夜地蔵」、「子育て地蔵」として巡っている集落もあ

るそうです。 

 いせはら塔の山緑地公園パークセンターで昼食としました。

パークセンターではエゴノキの虫えい「エゴノネコアシ」を観

察し、展望広場へ向かいました。展望広場からは東京、横浜の

大パノラマを見ることができました。 

東側入り口からの道端にはオオイヌノフグリ、ホトケノザ、ヒ

メオドリコソウ、トウダイグサなどの花を見ることができ、春の訪れを感じさせられました。 

 神戸バス停までの間には伊勢原市内唯一の酒蔵「吉川醸造」があり、また神戸バス停の前には JA湘南の直売所

「あふりーな比々多店」があり、お酒や新鮮な農産物などの買い物を楽しみバス停で解散としました。 (花田記) 

 

■四季の森公園「自然を訪ねて〜春を待つ生き物たち〜」 

■四季の森公園「自然を訪ねて～冬の野鳥」 

日 時：2月 19日（日）10：00～12：00 

場 所：県立四季の森公園 はす池・あし原湿原周辺、不動の滝、ちびっこ広場、花木広場 

参加者：一般 20名（うち JFIK 会員 2名）、公園職員 1名 スタッフ：日比野、松井、嶺 

 

 当日は、二十四節気の「雨水」。確か

に気温は高めでしたが、午前中は小雨ま

じりの曇り空で強風注意報が発令されて

いました。そのため、羽の色は晴れた日

ほどには鮮やかに見えず、鳴き声や落ち

葉をかき分ける音など鳥が発する気配も

感じ取りにくい中でのバードウォッチン

グとなりました。 

 北口広場での全体説明では、冬にしか

見られない鳥には、ジョウビタキやシロハラなど主に大陸方面から渡ってくるいわゆる冬鳥と、アオジやルリビ

タキなど主に山地から下りてくる漂鳥がいることなどを話しました。その後、3 班に分かれ観察に出発しました。

以下 1班の観察の様子を述べていきます。 

 はす池前の広場では、池をゆっくり泳ぐ数羽のカルガモとマガモ

の雄が見られました。岸辺に目を移すと、ネコヤナギの陰などにも

複数のカルガモやマガモの雌が見つかり、マガモの雌は泳ぎ出して

雄の方へ寄っていきました。マガモの雄は頭が緑色、胸は茶色、背

や腹は白を基調としたモノトーン、嘴は黄色でかなりおしゃれです。

晴れた日の鮮やかさは望めませんが、スコープで拡大して見るとや

はり美しいです。マガモの雌の羽色が他の多くのカモ類と同様に全

体に茶色が基調で地味であること、嘴も雄とは違いオレンジ色と   

黒色であることも確認できました。カルガモとマガモの交雑種は   

保国寺の地蔵堂 

 

はす池にいたカワセミ 

はす池のほとりでカルガモやマガモをじっくり観察 「きれい！」の声も 
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マルガモと呼ばれることも話題になりました。至近距離の金網に来ていたカワセミの雌が飛び立ったところで、

広場を後にしました。 

 はす池のほとりを歩き始めたところで、アオジが植え込みから

林の方で飛び立っていきました。あし原湿原までは、遠く近くで

ヒヨドリやシジュウカラの地鳴きやさえずりが聞こえましたが、

じっくりと姿を見ることはできませんでした。上空を 2，30羽の

ムクドリの群れや何羽かのカラスが横切りました。カラスはカー

カーという鳴き声からハシブトガラスでした。ハシブトガラスと

ハシボソガラスは姿も鳴き声も違いますが、地面での移動の仕方

も違い、森林性のハシブトガラスは主に跳ねて（ホッピング）、開

けた所を好むハシボソガラスは主に歩いて（ウオーキング）で   

動くことも話題にしました。あし原湿原にさしかかる辺りで、数羽の少し大きめの小鳥の群れが上空を通過し、

3 羽が対岸の梢付近にとまったのが見えました。スコープで見ると太く黄色い嘴のイカルでした。沢沿いの道に

入り不動の滝に向かいました。樹上のキジバトを皆で確認、途中枝道に入った所でメジロやコゲラ、シジュウカ

ラの姿を垣間見、鳴き声を聞きました。 

 花木園では、盛りを過ぎたタチカンツバキ、紅白のウメ、マンサクの仲間、オニシバリが咲いており、シロハ

ラやシジュウカラなどの声が聞こえました。 

 はす池のほとりまで戻りましたが、カワセミの「お立ち台」付近は珍しくカメラマンが皆無、勿論カワセミも

おらず空しく通過しました。里山花壇に沢山咲いていたセツブンソウを堪能しているとカワセミの鳴き声が。橋

の下に飛んで来たカワセミの雄を観察することができました。北口に戻り、公園に隣接する畑をのぞくとジョウ

ビタキの雄がいて、一同満足でした。事務所前で今日確認した鳥をおさらいして解散しました。3 つの班で今回

確認できた野鳥は、カルガモ、マガモ、カワセミ、シジュウカラ、ヤマガラ、メジロ、コゲラ、エナガ、アオジ、

シロハラ、モズ、ウグイス、イカル、ジョウビタキ、ヒヨドリ、ムクドリ、キジバト、ハシボソガラス、ハシブ

トガラス、ノスリ、ガビチョウ、コジュケイの 22種でした。なお、12日の下見には、スタッフ以外に 5 名の JFIK

会員の参加がありました。                                （日比野記） 

 

■室内勉強会「2022/7.北東北.花の 5峰.山旅レポート」 

日 時：2月 10日（金）19:30～21:00 

講 師：足立正一（R2年） 

会議方法：Web(Zoom)利用のオンライン会議 

参加者：内間、梶浦、加藤、加納、菅原、鈴木(敏)、瀬尾、辻、中澤(均)、

中澤(靖)、塙、羽田、廣瀬(朗)、福田、松井、山本(明)、嶺、 

    佐藤(淳)   計 18名 

 

 東北の山・花旅と聞いただけでワクワクする人が多いのではないかと思い

ますが、私もその一人です。登山口まで時間がかかるためにおいそれと行け

ないからこそ希少価値があり、憧れも強くなります。今回の勉強会はその憧

れの東北の山々5座を一気に回られた記録で羨ましい限りです。ツアー登山

で 19 名参加、最高歳 82 才と聞いてびっくりしましたが、JFIK の山こいで

も 80歳を越えて元気に参加される Yさん、Tさんが、私たちに憧れと勇気

を与えて下さっておられます・・・クラブツーリズムの責任者は個人と全

何かいた？ アカバナマンサクの下で 

秋田駒ケ岳に咲くコバイケイソウ 



JFIK会報 2023年 3月号 

- 11 - 

体のバランスを考え臨機応変に対応されたみたいです。花目的なのでロープウェイやゴンドラを使い、ゆっくり

じっくり時間をかけて、野に咲く花に会いに旅に出る・・・・いいですね！ 

始まりの画面で秋田駒ヶ岳の白い花が映し出され、青い澄んだ空とフワフワ雲の下で咲くコバイケイソウの写

真に山心・旅心・花心？が高鳴りました。 

この度、講師の足立さんが回られた東北の山は森吉山・秋田駒ケ岳・姫神山・八甲田山・八幡平の 5 座。「花

の百名山」を書かれた田中澄江さんは東北の山だけで約 50座も登り、秋田駒ヶ岳では「どうか高山植物の宝庫と

して永遠に子孫に伝えてください」と書いておられます。 

 講師の足立さんからは、一つひとつの山で撮られた花の写真を初め、山にまつわる話やそれぞれのルート、歩

行キロ数、標高差、歩行時間が地図と共に示され、今後計画する時の参考になりました。シラネアオイの実が枝

豆みたいだったのにはびっくりです。高い山に登らないと出逢えない沢山のお花の写真も嬉しく、誰にも見られ

ない岩陰にそっと咲いている小さなお花には、登山者の誰もが元気をもらえます。足立さんお薦めの田沢湖ビー

ルも飲んでみたいです。 

ツアー登山は個人の自由が利かず、ついて行けない時は

辛いのでは・・・と敬遠していました。ところが今回お聞

きした花旅は、目的がお花のためか全体にゆったりとした

計画で、ある山では 4時間の予定が 6時間半かかったとあ

りました。じっくりお花の写真を撮ったり、しみじみと眺

めたり楽しんだり出来るツアーだったからこそ、参加者は

心ゆくまで高山植物を楽しめたのだと思いました。 

山も花旅も行く前にワクワクし、現地で更にリアルタイ

ムでワクワクし、帰ってからも写真を眺めてウキウキでき

ます。歳を重ねてもっともっとワクワク、ドキドキ、ウキ

ウキしたいと改めて思える勉強会でした。 

足立さん、ありがとうございました。     （辻記） 

 

■山こい倶楽部第 89回「矢倉岳」報告 

日 時：2月 11日(土･祝)晴 

場 所：矢倉岳、洒水の滝 

参加者：松井(リーダー)、久保(サブリーダー)、中澤(均)、中澤(靖)、加納、境、田口、田中、吉原、豊川、 

    *中澤(美) (*一般参加) 以上 11名 

コース：新松田駅(8:30集合)～(バスで)地蔵堂～犬伏平〜矢倉岳（870ｍ）～ 

    犬伏平～浜居場城址〜21世紀の森～洒水の滝～山北駅（16:30頃解散） 

 

新松田駅 8:40発のバスに揺られ約 40分、終点の地蔵堂が今回のスタートだ。

トイレと準備運動を済ませて歩行開始。山道手前の道端に大きなカエデがあり、

枝別れするくぼみにツバキが根付いて、赤い花を 2 輪咲かせている。人の手を 

借りない美しい自然の生け花だった。 

 

八甲田山・下毛無岱を望む 

カエデにツバキ、自然の生け花 
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一旦、沢に下り、スギの植林地の中をゆっくりと登っていく。日向の鉄塔の真下で小休止。もう春の日差しで

暑いほどだが、日陰のスギ林に入ると途端に寒くなる。着たり脱いだり、温度調節に一苦労。 

更に登ると、木々の開けたところから箱根の山が見えるようになり、

ところどころ眺望が楽しめるようになった。その先の山伏平からは前日

降った雪が残っている。まだ凍っておらずふかふかだ。矢倉岳山頂に向

けて進むと、アブラチャンの群生地が現れた。花盛りには壮観だろう。 

山頂に近づくと大きく開けた場所があり、山梨から箱根まで、うっす

ら雪をかぶった山並みがずいっと望めた。もちろん、ひときわ高く白く

大きな富士山も。上はもっと眺めがいいよの声がかかり、足元の雪に気

を付けながら登ると、すぐに山頂到着。標高 870ｍ。 

振り返れば、たなびく一筋の雲と大きな富士山。左に目を移すと、も

くもく煙を吐き出す大涌谷。さらに左に向きを変えると相模湾。足元の

街は小田原あたりだろうか。遠くは房総半島の先端まで見えた。空は青。

白い雪との対比が美しい。深呼吸したくなる気持ちよさだ。山頂には小

さな祠があって、その周りの雪にはまだ足跡がない。ここでランチ休憩。

山頂のテーブルがちょうど埋まるくらいの人が、入れ代わり立ち代わりやってくる。 

富士山中腹にかかる雲がだんだん大きくなって

きたころ、下山開始。一旦、山伏平の分岐まで下

りて、21世紀の森の方へ方向転換。途中通りかか

った浜居場城跡は、後北条氏が甲斐との国境警備

の拠点としていた山城で、現在でも当時の堀切が

残っている。今は木々に囲まれているが、当時は

もっと見晴らしがよかったに違いない。 

間もなく 21世紀の森の敷地に入る。道端にヒノ

キやスギの採種園があり、花粉の少ない品種の採

種を行っていると書いてあった。久保さんが、ヒ

ノキの雄花と雌花の見分け方を教えてくださった。

枝の先端でピンク色になっている葉が雌花、少し下のグレーなのが雄花になるそうだ。自家受粉しないよう高さ

がずれている。今はまだ葉の先が色づいているだけだが、4 月になればまた姿が変わるのだろう。素人目に見分

けは難しいが、またどこかで思い出して見てみたい。 

21世紀の森では一部の道が工事で通行止めとなっていたため、一列

になって道なきスギ林の急傾斜を下る。鹿のふんなどをふんふんと眺

め、ひたすら下っていると、謎のふんがいくつも目に留まるようにな

った。鹿のふんを俵おむすびに握ったような形状。狸か狐か、いやき

っと便秘の鹿だと議論噴出。その場で吉原さんがグーグルレンズで検

索してくださったが「松ぼっくり」のご宣託のみ。皆さんの更なる検

索で、どうやら猪のものらしいと分かった。近くに猪の体こすりの跡

もあったとのことだったので、この辺りはさしずめ猪のバスルームと

矢倉岳山頂にて 

便秘の鹿の落とし物との声が多数 

アブラチャンの群生地の脇を登る 
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呼ぶべき場所だったのだろう。 

スギ林も無事通過して歩道に戻ったところで、最後の見どころ、洒水の滝へ。

三段構えの細く長く白い滝で、とても繊細な感じがする。矢倉岳が水源だそうだ。

長い階段を上った先の展望台からは、途中の滝壺も見下ろせる。地味だけど地元

の自慢の観光地。売店もあって、美味しそうな湘南ゴールドと赤大根を買った。

その売店も閉まるころ、山北駅に向けて移動。レトロな建物が楽しい駅前で解散

した。 

個人的に神奈川西部はなかなか来る機会がないのだが、その分いつもと違う眺

望が新鮮な山行だった。ご同行者にも恵まれ、楽しい一日となった。 

(写真協力：田口、中澤(靖)) 

(豊川記) 

 

 

 

 

■森こい倶楽部第四十三回  

テーマ：「相模横山九里の土手」相模丘陵を早春の芽生えと共に（海老名市） 

日 時：2月 5日（日）晴 

参加者：足立、角田、梶浦、坂間、鈴木（康）、高田、戸田、西岡、花田、引田、皆川、山路、山本、吉原、久野、

広川、石川、金子、小池、会員外 6名、合計 25名  

コース：相鉄かしわ台駅→亀島自然公園→護王姫の碑→上今泉秋葉台自然緑地（海老名の森）→秋葉山古墳→

常泉院→かいな坂→今泉コミセン→産川せせらぎ（北部）公園（昼食）→堂山緑地→国分第三緑地→

龍峰寺→弥生神社→清水寺公園→国分尼寺跡→逆川船着場跡→国分寺跡→温故館→大欅→国分寺→中

央公園七重塔モニュメント→海老名駅 

概 要：好天に恵まれた中、総勢 25人の大所帯で、保存林や古代の歴史的遺産が点在する海老名市の丘陵地帯

を巡りました。北から延びる相模野台地を目久尻川と相模川が削り残した丘陵地帯で、手の指のような細い尾

根と谷を縫うように、アップダウンを繰り返しながら進みます。 

冬芽やロゼット、早咲きのウメを観察しながら歩を進めると、相模原段丘の断層

からの湧水を利用した亀島自然公園に至ります。その心地よいせせらぎを辿ると、

珍しいコウホネの自生地が出現。温かい湧水のせいか、ゆらゆらと揺れる沈水葉の

中、早くも可憐な黄色い花を咲かせていました。 

長い住宅地を抜けると、雑木林の美しい上今泉秋葉台自然緑地。樹木観察と丹沢

連峰の雄大な見晴らしを楽しみつつ歩を進めると、今回の目玉の一つ秋葉山古墳群

がお出迎え。3～4世紀にかけて丘陵の尾根上に築かれた 6基からなる古墳群で国指

大山と丹沢山系のパノラマ 

コウホネ 

洒水の滝の滝壺 
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定史跡。さらに、海老名市自然緑地保存樹木のアカガシや様々な庭木が植えられた常泉院、地層の露頭する「か

いな坂」を経由し、目久尻川沿いの護王姫に由来を持つ産川せせらぎ公園へ。 

昼食後は、龍峰寺、弥生神社を経て国指定史跡の国分尼寺跡へ。さらに、国分寺の巨大な礎石を運ぶために使

われたとも言われる日本最古の運河―逆川の跡

を辿り、国指定史跡の広大な国分寺跡へ。復元さ

れたのは基壇の一部のみですが、七重の塔も含め

た壮大な建物群の在りし日の姿に思いをはせまし

た。最後は、推定樹齢 600年、県指定天然記念物

の大ケヤキとご対面。 

花達との出会いが少ない中、オオイヌノフグ

リやタネツケバナなどの小さな花達も早々とお

目見え。古代のロマンを感じさせるルートは、

特異な地形と共に変化に富み、十分楽しんで   

いただけたのではと思います。 （小池記） 

 

 

■鳥こい俱楽部 

鳥こい倶楽部「松田山と酒匂川を歩く」（2月 10日開催予定）は、荒天のため中止しました。  (中澤(均)記) 

 

秋葉山古墳３号墳前で 

フキノトウ ＠ 名瀬の里山    撮影：福田 渉 
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 今月号の「リレーエッセイ」と「月刊ブックレビュー」ではそれぞれの執筆者が、この 1月に出版された「マ

ザーツリー」という本をまったく意図することなく同時に取り上げています。これは稀有なことだと感じた編集

者は、執筆者の了解を得たうえで 2本の原稿に手を加えることなく掲載することとしました。重複や繰り返しが

あると思われる読者もあろうかとは存じますが編集者に免じてご容赦をお願いいたします。      編集長 

 

 

Ｒ4年新入会員の平泰章と申します。 
 

すでに野外活動のボランティアとして活躍されている方や、森林や林業に深い見識をお持ちの方がおられる中、

私の様な初心者がリレーエッセイの初回を受け持つこと、お許しください。 

 

『マザーツリー 森に隠された「知性」をめぐる冒険』スザンヌ・シマード著という本に出合いました。 

『森林は「インターネット」であり、菌類がつくる「巨大な脳」だった』という惹句や、養老孟司氏や隈研吾氏、

斎藤幸平氏という錚々たる顔ぶれの推薦コメントにまんまと!? 釣られ、発売日に入手しましたが、森林インスト

ラクターの資格を取得していなかったら、たぶん手に取ることはなかったと思います。 

 

序章の数ページでグイっと惹きこまれました。 

「森とは単なる木の集合ではない」「木々は互いに網の目のような相互依存関係の

なかに存在し、地下に広がるシステムを通じてつながり合っている」 

 

WWW（ワールド・ワイド・ウェブ）になぞらえ、WWW（ウッド・ワイド・ウェブ）

とも呼ばれる菌根菌を通じた森林のネットワークの神秘に、驚嘆の連続でした。 

・菌根菌は、宿主の木との 1対 1の関係ではなく、菌根菌が脳内のシナプスのよ

うに森全体のネットワークを形成し、森林全体の安定や発展に寄与している… 

・植林された針葉樹と、その生育を邪魔すると思われている実生の広葉樹の間に

は知られざる共生関係がある… 

・炭素という成長通貨を裕福な木から貧乏な木へ、そして貯えが枯渇した時期には逆に貧乏だった木がお返しを

するというようにお互いに融通しあっている… 

・「マザーツリー」と呼ぶにふさわしい巨木は、自分自身の幼木だけでなく、幼木が健全に生育するために、森全

体の面倒も見ている… 

・病気になってしまった老木は、次世代へ生前分与を彷彿させるようなバトン渡しをしている… 

・害虫被害にあった木は菌根を介して、被害が森全体に及ばないように防御策を促すシグナルを出している… 

 

そして、試験勉強でひたすら丸暗記しただけの「菌根菌」「窒素の固定」「無機態窒素」「師部」「維管束繊維」「虫

たちの食物網による分解～土壌化」「森林の生物多様性」…などの言葉が文脈の中で出てくることによって、リア

ルに理解することができるようになってきました。 

リレーエッセイ 
 

マザーツリー 
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元々、リタイアを 1年後に控え、その先、なにか社会のお役に立てればという

想いだけでチャレンジした森林インストラクターであり、まだ具体的な活動イ

メージが湧いていなかった自分でしたが、この本に書かれたような森の神秘を

子供たちに伝えるようなことができたら…と思うきっかけになりました。 

 

森林インストラクターとして初めて読んだ記念すべき一冊であり、amazon の

ファーストレヴューも投稿することができた思い入れのある一冊です。 

森で生まれ育った著者の自伝であり、科学的な文献ではないので、森で過ごす

日々の記述のウエイトが多く、直接的な知識吸収には向いてないかもしれませ

んが、ソロキャンプで焚火をしながら本を読むのが趣味の自分にとっては、森

の中でゆっくり読み返したい…そう思う一冊です。 

 

 

 

 

書 名：マザーツリー  ―森に隠された「知性」をめぐる冒険― 

筆 者：スザンヌ・シマード 

出版社：ダイヤモンド社 

発売日：2023年 1月 11日 

価 格：（単行本）2,420円（税込み） 

    （電子版）1,960円（税込み） 

内 容： 

■「木も草も生きているーーー彼らは物事を認識し、共感し、伝え合う―そ

してさまざまに行動する。協力し合い、判断し、記憶する。ふだん、私たち

が感覚性、叡智、知識と呼ぶ性質を彼らは持っているのだ」 

「人間以外の地球上のすべての生き物は、私たちがそのことに気づくのを、

ずっと辛抱強く待ち続けている」 

「すべての生き物たちに学び、対等なパートナーとして彼らを敬うなかで、西洋哲学はこの「対等」という言葉

につまずく。西洋哲学は、人間はほかの生き物よりも優れていて、自然を支配するものと考えるのである」 

■筆者はカナダの森林生態学者。この分野では世界的に名高いブリティッシュコロンビア大学教授。木材会社に

初めての女性社員として働きはじめ、経済効率一辺倒の伐採、植樹のあり方に大きな疑問を持ったところから、

筆者の森の仕組みへの探求が始まる。広大な植林地を使った何百という実験から、木々は菌根菌を介して地下に

ネットワークを築き、様々な情報を交換し合って、森という社会を形作っていることを世に問うた。「マザーツリ

ー」とは森で様々な経験を積んで生き残った古木で、ネットワークの中心となる木のことである。このことは初

めのうちは大いに物議を醸したが、今ではそれが正確であることが認知され、査読を経た上で広く学術誌に掲載

されている。 

■文章表現において残念なのは、散りばめられたエピソードと飾りすぎた形容詞が、少々わずらわしいこと。し

かし、これは筆者の責任というよりは文章のアドバイスをした編集者の責任であろう（末尾の「謝辞」で筆者は

編集者への絶大な信頼を表明しているが、本書の映画化も見据えた編集者の商魂が見え隠れするようだーーー  

あくまで私見ですが）                                     （狛） 

月刊ブックレビュー 

お気に入りの読書スペース 
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2月度の会員異動 

2月24日現在  会員数161名 

 

第 8 回通常総会報告 

2 月 18 日(土)に第 8 回通常総会が会員 15 名出席、委任状 91 名、合計 106 名の参加をいただき開催され以下の 

2議案が原案どおり承認されました。 

第 1 号議案 第 8期事業報告及び決算 

第 2 号議案 第 9期事業計画及び予算 

 

なお ZOOMによるオンライン中継を試行しましたが、回線の状態が悪く、時々中継が途切れる場面がありました。 

質疑や採決にスムーズに参加いただくには、少し課題が残る状態でした。               以上 

 

月例会がweb会議で開催されました 

日 時：2月24日（金）19：30～21：00 

場 所：ZOOM 利用のリモートミーティング 

出席者：理事12名、監事1名、会員2名 計15名 

議事内容は会員向けメールをご覧ください。郵送会員には、会報に同封してお送りします。 

 

会費納入のお願い 

令和 5年（1月～12月）の会費納入をお願いします。 

会 費：メール会員 3,000円、郵送会員 4,000円  

納入期日：令和 5年 2月末日。 

■振込先 横浜銀行 戸塚支店（359）  口座番号：普通預金 6174917 

 名 義：ＮＰＯ法人 全国森林インストラクター神奈川会  

    （エヌピーオーホウジン ゼンコクシンリンインストラクターカナガワカイ） 

 

なお、横浜銀行のカード振込をされますと手数料がお得です。横浜銀行に口座をお持ちでない方も横浜銀行のATM か

ら振込をされますと若干ですが手数料が安くなります。 

※【お願い】全ての会員におかれましては、銀行振込での会費納入をお願いします。 

ご質問等ありましたら、会計担当 石川までご連絡下さい。 

メール：amelieamelie92@gmail.com 
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掲 示 板 

総会が開かれました。出席者を 

絞った会場とそれをZoomで中継

して行なわれました。コロナ禍の

前では考えられないことですネ、

驚きです。（かじうら） 

日々気温も上がってきて、 

カメラ片手に散歩したくなる

時期になってきました－！ 

(松山) 

編集後記 
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